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(57)【要約】
【課題】電子鍵盤楽器の筐体構造において、部品点数を
少なく抑えた簡単な構造で、上ケースの十分な剛性の確
保と確実な固定との両方を実現する。
【解決手段】底板７を有する下ケース３と、鍵盤１０の
後端部１０ａの上面側及び背面側を覆う上ケース２と、
一対の側面ケース４，４とで構成された電子鍵盤楽器１
の筐体構造において、上ケース２は、手前側の前パネル
部材２０と、該前パネル部材２０の後端３２に同一面状
に接続された後パネル部材６０とからなり、上ケース２
の長手方向の中間位置における下面側で、前パネル部材
２０と後パネル部材６０とに跨って取り付けた補強部材
９０を備え、補強部材９０は、上端部９１で上ケース２
の前後パネル部材２０，６０を一体に固定していると共
に、下端部９３が下ケース３の底板７に固定されている
ことで、上ケース２と下ケース３とを一体に固定してい
る。
【選択図】図１０
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　鍵盤の下面側に設置される底板を有する下ケースと、前記鍵盤の後端部の上面側及び背
面側を覆う上ケースと、前記鍵盤の両側面を覆う一対の側面ケースとで構成された電子鍵
盤楽器の筐体構造において、
　前記上ケースは、
　前記鍵盤の後端部の上面側を覆う第１上面部材と、
　該第１上面部材の後側で面方向に並べて接続されて、前記鍵盤の後端部の上面側及び背
面側を覆う第２上面部材と、からなり、
　前記一対の側面ケースから離れた中間位置における前記上ケースの下面側で、前記第１
上面部材と前記第２上面部材とに跨って取り付けられた補強部材を備え、
　前記補強部材は、その上端部で前記上ケースの前記第１上面部材と前記第２上面部材と
を一体に固定していると共に、その下端部が前記下ケースの前記底板に固定されているこ
とで、前記上ケースと前記下ケースとを一体に固定している
ことを特徴とする電子鍵盤楽器の筐体構造。
【請求項２】
　前記補強部材は、前記第１、第２上面部材の下面側に固定される上固定片と、該上固定
片の下面から直交する下方に突出して前記下ケースに向かって延びる平板状の立壁部と、
該立壁部の下端から直交する横方向に突出して前記底板に固定される下固定片とを備え、
　前記立壁部は、前記上固定片の下面側で前記上ケースの前端から後方に延伸する横延伸
部と、該横延伸部の後部から下方に延伸する縦延伸部とを有する略L字型に形成されてお
り、
　該補強部材を取り付けた前記上ケースを前記下ケースに組み付けることで、前記補強部
材の前記横延伸部が前記鍵盤の後端部の真上に配置される
ことを特徴とする請求項１に記載の電子鍵盤楽器の筐体構造。
【請求項３】
　前記上ケースは、その後端に設けた連結部が前記下ケースに対して回動可能に連結され
るようになっており、
　前記補強部材を取り付けた前記上ケースが、前記連結部を支点に上から下へ回動するこ
とで、該上ケースが前記鍵盤の後端部に上方から被さるとともに、前記補強部材の前記下
固定片が前記下ケースの前記底板に当接する
ことを特徴とする請求項１又は２に記載の電子鍵盤楽器の筐体構造。
【請求項４】
　前記上ケースの下面側で前記第１上面部材と前記第２上面部材とに跨って設置される基
板部品をさらに備えた
ことを特徴とする請求項１乃至３のいずれかに記載の電子鍵盤楽器の筐体構造。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、電子ピアノや電子オルガンなどの電子鍵盤楽器の筐体構造に関する。
【背景技術】
【０００２】
　電子ピアノや電子オルガンなどの電子鍵盤楽器には、例えば、特許文献１に示すように
、複数の鍵が配列された鍵盤の下面側を覆う底板を有する下ケースと、鍵盤の後端部の上
面側及び後面側を覆う上ケースと、鍵の配列方向の両側面を覆う一対の側面ケースとで構
成された筐体構造を有するものがある。そして、このような筐体構造では、上ケースの上
面が、スイッチやボリュームなどの操作子が配列されたパネル面になっているものがある
。このパネル面は、鍵盤の後端部の上面側に配置された平板状の部材で構成されている。
【０００３】
　上記のような筐体構造では、特許文献２に記載されているように、上ケースの長手方向
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の中間部を下ケースに固定するための部材（結合保持板）を設置することが行われている
。この部材は、上ケースの長手方向に直交するように垂直に立設された板状の部材で、上
ケースにおける鍵盤の後端部の上面側を覆う屋根板部と後面側を覆う背面板部とに固定さ
れていると共に、下ケースに固定されており、上ケースを下ケースに対して固定している
。
【０００４】
　一方、電子鍵盤楽器の外観に高級感を出したい場合や、複数の機種で一部の部材を共用
しながら電子鍵盤楽器の外観のバリエーションを増やしたい場合には、上記のパネル面の
構成として、特許文献３に示すように、複数の板材を面方向に並べて接続して一枚板とし
た構成を採用するのが有効である。すなわち、特許文献２に示すパネル構造では、前パネ
ルと後パネルを前後に並べて接続することで、一平面状のパネル面を形成している。前後
パネルの接続箇所は、前後パネルの端辺同士を上下に重ね合わせて、それらをネジで締結
固定している。また、前後パネルは互いに同一の素材（いずれもアルミ）で構成されてい
るが、互いの表面処理を異ならせていることで、前後パネルの材質感を切り替えている。
【０００５】
　ここで、先の特許文献２に記載の上ケースでは、屋根板部（パネル面に相当）はその後
端辺が背面板部の上端辺と連接されているため、屋根板部の長手方向の中間位置に上方か
ら荷重がかかっても容易には撓まないようになっていた。しかしながら、特許文献３に記
載の上ケースのように、複数の板材を面方向に並べて接続して一のパネル面を構成してい
ると、パネル面の接続箇所が上方からの荷重によって撓み易いという問題がある。そのた
め、上ケースを固定するための構造に加えて、上ケースのパネル面の接続箇所を補強する
ための構造をさらに設けることで、上方からの荷重に対するパネル面の剛性を確保するこ
とが望ましい。
【０００６】
　このように、上ケースのパネル面が複数の板材を並べて接続した構造である場合、筐体
の剛性を高めるには、上ケースの接続箇所を補強するための構造と、上ケースを下ケース
に対して固定するための構造との両方が必要であり、それによって、筐体構造の部品点数
が多くなったり、組立工程の煩雑化やコスト増につながるおそれがあった。なお、特許文
献２に記載の筐体構造では、パネル面に相当する屋根板部は一枚板で構成されており、さ
らにこの屋根板部は、背面板部と一体に連接している。したがって、従来の電子鍵盤楽器
の筐体構造では、単一の板材からなる上ケースを固定するための構造を備えたものはあっ
たが、複数の板材が接続された上ケースの補強と、上ケースの固定との両方を効果的に行
える構造を備えたものはなかった。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００７】
【特許文献１】特開２００８－１６４７７８号公報
【特許文献２】特許第４１６２０３１号公報
【特許文献３】特開２０００－１１２４７６号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　本発明は上述の点に鑑みてなされたものであり、その目的は、複数の板材を接続した構
成の上ケースを有する電子鍵盤楽器の筐体構造において、上ケースの撓みに対する十分な
剛性の確保と上ケースの固定との両方を部品点数を少なく抑えた簡単な構造で実現するこ
とにある。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　上記課題を解決するための本発明は、鍵盤（１０）の下面側に設置される底板（７）を
有する下ケース（３）と、鍵盤（１０）の後端部（１０ａ）の上面側及び背面側を覆う上
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ケース（２）と、鍵盤（１０）の両側面を覆う一対の側面ケース（４，４）とで構成され
た電子鍵盤楽器の筐体構造において、上ケース（２）は、鍵盤（１０）の後端部（１０ａ
）の上面側を覆う第１上面部材（２０）と、該第１上面部材（２０）の後側に面方向に並
べて接続されて鍵盤（１０）の後端部（１０ａ）の上面側及び背面側を覆う第２上面部材
（６０）と、からなり、一対の側面ケース（４，４）から離れた中間位置における上ケー
ス（２０）の下面側で、第１上面部材（２０）と第２上面部材（６０）とに跨って取り付
けられた補強部材（９０）を備え、補強部材（９０）は、その上端部（９１）で上ケース
（２）の第１上面部材（２０）と第２上面部材（６０）とを一体に固定していると共に、
その下端部（９３）が下ケース（３）の底板（７）に固定されていることで、上ケース（
２）と下ケース（３）とを一体に固定していることを特徴とする。
【００１０】
　電子鍵盤楽器の筐体構造において、第１上面部材と第２上面部材とを前後に並べて接続
した構造の上ケースを有する場合、本発明にかかる電子鍵盤楽器の筐体構造のように、上
ケースの接続箇所を接続又は補強するために、一対の側面ケースから離れた中間位置にお
ける上ケースの下面側で第１上面部材と第２上面部材とに跨って取り付けた補強部材を設
けるとよい。そのうえで、本発明にかかる電子鍵盤楽器の筐体構造では、この補強部材で
上ケースの第１上面部材と第２上面部材とを一体に固定し、さらに同じ補強部材で上ケー
スと下ケースを一体に固定するようにした。すなわち、一の補強部材で上ケースの第１上
面部材と第２上面部材と下ケースの底板との三部材を一体に固定するようにした。これに
より、部品点数を少なく抑えた簡単な構造でありながら、複数の板材を並べて接続してな
る上ケースの撓みに対する剛性を確保と、上ケースと下ケースとの強固な固定との両方が
可能となるので、上ケースの撓み及び上下ケース間の歪みなどを効果的に防止でき、筐体
構造を頑丈にすることができる。
【００１１】
　また、上記の筐体構造では、補強部材（９０）は、第１、第２上面部材（２０，６０）
の下面側に固定される上固定片（９１）と、該上固定片（９１）の下面から直交する下方
に突出して下ケース（３）に向かって延びる平板状の立壁部（９２）と、該立壁部（９２
）の下端から直交する横方向に突出して底板（７）に固定される下固定片（９３）とを備
え、立壁部（９２）は、上ケース（２）の前端から後方に延伸する横延伸部（９２ａ）と
、該横延伸部（９２ａ）の後部から下方に延伸する縦延伸部（９２ｂ）とを有する略L字
型に形成されており、該補強部材（９０）を取り付けた上ケース（２）を下ケース（３）
に組み付けることで、補強部材（９０）の横延伸部（９２ａ）が鍵盤（１０）の後端部（
１０ａ）の真上に配置されるようにするとよい。
【００１２】
　これによれば、補強部材の横延伸部によって、鍵盤の後端部の上面側を覆う（オーバー
ラップする）上ケースの前端側の十分な剛性を確保できる。このように、補強部材の横延
伸部が鍵盤の後端部の真上に配置されるようにしたことで、上ケースの前端側に荷重がか
かった場合でも、上ケースが撓んで鍵盤の後端部に当接することを効果的に防止できる。
特に、上ケースにスイッチなどの操作子を配列したパネル面（コントロールパネル）を設
ける場合、当該パネル面に配列された操作子の操作によって、上ケースに上面側から荷重
がかかるが、この荷重によって上ケースの前端側が撓むことを防止できるようになる。
【００１３】
　また、上記の筐体構造では、上ケース（２）は、その後端（６６）に設けた連結部（６
７）が下ケース（３）に対して回動可能に連結されるようになっており、補強部材（９０
）を取り付けた上ケース（２）が、連結部（６７）を支点として上から下へ回動すること
で、該上ケース（２）が鍵盤（１０）の後端部（１０ａ）に上方から被さるとともに、補
強部材（９０）の下固定片（９３）が下ケース（３）の底板（７）に当接するようにして
よい。
【００１４】
　これによれば、補強部材を取り付けた上ケースを上から下へ回動させるだけで、上ケー
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スを鍵盤の後端部に上方から被せることができるとともに、補強部材の下固定片を下ケー
スの底板に当接させて設置することができる。したがって、上ケースを上から下へ回動さ
せる一の動作のみで上ケースの設置と補強部材の設置との両方が行えるようになるので、
少ない工程で上ケースの組み付けが行えるようになる。したがって、筐体の組立工程の簡
素化を図ることができる。
【００１５】
　また、上記の補強部材を設ける場合は、上ケース（２）の下面側で第１上面部材（２０
）と第２上面部材（６０）とに跨って設置される回路基板（５０）などの板状部品を設置
することが可能となる。すなわち、補強部材を取り付けていることで、第１上面部材と第
２上面部材とを並べて接続してなる上ケースに撓みが生じることを防止できるので、回路
基板などの板状部品を第１上面部材と第２上面部材とに跨って取り付けることが可能とな
る。これにより、上ケースの下面側のスペースを有効活用できるようになる。
　なお、上記の括弧内の符号は、後述する実施形態の対応する構成要素の符号を本発明の
一例として示したものである。
【発明の効果】
【００１６】
　本発明によれば、複数の板材を並べて接続した構成の上ケースを有する電子鍵盤楽器の
筐体構造において、部品点数を少なく抑えた簡単な構造で、上ケースの撓みに対する十分
な剛性の確保と、上ケースの確実な固定との両方が可能となる。
【図面の簡単な説明】
【００１７】
【図１】本発明の一実施形態にかかる筐体構造を備えた電子鍵盤楽器の全体構成を示す斜
視図であり、上ケースを閉じた状態を示す図である。
【図２】本発明の一実施形態にかかる筐体構造を備えた電子鍵盤楽器の全体構成を示す斜
視図であり、上ケースを開いた状態を示す図である。
【図３】上ケースの前パネル部材及び後パネル部材を示す概略側断面図である。
【図４】前パネル部材及び後パネル部材を示す図で、（ａ）は、前パネル部材の下面図、
（ｂ）は、後パネル部材の正面図、（ｃ）は、後パネル部材の下面図、（ｄ）は、（ｂ）
のＣ部分拡大図である。
【図５】補強部材を示す図で、（ａ）は、側面図、（ｂ）は、下面図である。
【図６】上ケースの前パネル部材と後パネル部材を接続した状態を示す図で、（ａ）は、
上ケースの側断面図、（ｂ）は、上ケースの一部を下面側から見た図である。
【図７】上ケースの下面側に補強部材を取り付けた状態を示す図で、（ａ）は、上ケース
の側断面図、（ｂ）は、上ケースの一部を下面側から見た図である。
【図８】上ケースの下面側に回路基板を取り付けた状態を示す図で、（ａ）は、上ケース
の側断面図、（ｂ）は、上ケースの一部を下面側から見た図である。
【図９】上ケースを下ケースに取り付ける手順を説明するための図で、上ケースを開いた
状態を示す図である。
【図１０】上ケースを下ケースに取り付ける手順を説明するための図で、上ケースを閉じ
た状態を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００１８】
　以下、添付の図面を参照して本発明の実施形態を詳細に説明する。図１及び図２は、本
発明の一実施形態にかかる筐体構造を備えた電子鍵盤楽器の全体構成を示す斜視図であり
、図１は、後述する上ケース２を閉じた状態、図２は、上ケース２を開いた状態を示して
いる。これらの図に示す電子鍵盤楽器１は、複数の鍵１１（白鍵１１ａ及び黒鍵１１ｂ）
が配列された鍵盤１０を備えている。また、鍵盤１０を収容すると共に電子鍵盤楽器１の
外装をなす筐体構造として、鍵盤１０の下面側に設置される下ケース３と、鍵盤１０の後
端部１０ａの上面側及び背面側を覆う上ケース２と、鍵盤１０の左右両側面を覆う一対の
側面ケース４，４とを備えている。なお、鍵盤１０の両端部の外側には、拍子木５，５が
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設置されている。上ケース２及び下ケース３は、鍵１１の配列方向に沿って延伸する略板
状の部材からなる。上ケース２は、鍵盤１０の後端部１０ａの上面側の手前側に配置され
た前パネル部材（第１上面部材）２０と、奥側に配置された後パネル部材（第２上面部材
）６０とを同一面内で前後に並べて接続した構成になっている。そして、図２に示すよう
に、一対の側面ケース４，４から離れた上ケース２の長手方向の中間位置における下面側
には、前パネル部材２０と後パネル部材６０とに跨って取り付けられた補強部材９０が設
置されている。以下、上記の各部材で構成された筐体構造について詳細に説明する。なお
、本実施形態の説明では、横方向というときは、電子鍵盤楽器１における鍵１１の配列方
向を示し、前後方向あるいは手前側及び奥側というときは、各鍵１１の長手方向を示す。
【００１９】
　図３は、上ケース２の前パネル部材２０及び後パネル部材６０を示す概略側断面図であ
る。また、図４は、前パネル部材２０及び後パネル部材６０を示す図で、（ａ）は、前パ
ネル部材２０の下面図、（ｂ）は、後パネル部材６０の正面図、（ｃ）は、後パネル部材
６０の下面図、（ｄ）は、（ｂ）のＣ部分拡大図である。前パネル部材２０は、アルミ製
の押出成型品であり、図２に示すように、鍵盤１０の後端部１０ａの上部を覆うように略
水平面状に配置された上壁２１と、該上壁２１の前端辺から下方に延びて鍵盤１０の後端
部１０ａの上方に立設された前壁２２とを有しており、断面形状が横向き略Ｌ字型に形成
されている。上壁２１の上面は、略水平面状の前パネル面３１になっている。
【００２０】
　一方、上壁２１の下面側２１ａには、鍵１１の配列方向に延在する直線状の第１レール
部２３及び第２レール部２６が形成されている。第１レール部２３は、上壁２１の前端辺
２１ｅに沿う位置（前壁２２の直後の位置）に形成された所定間隔で平行な二本の突条２
４，２５を有しており、第２レール部２６は、上壁２１の後端辺２１ｆに沿う位置に形成
された所定間隔で平行な二本の突条２７，２８を有している。第１レール部２３及び第２
レール部２６の各突条２４，２５，２７，２８は、上壁２１から下面側２１ａへの突出寸
法がいずれも略同一寸法であり、前壁２２の半分よりも若干小さい突出寸法になっている
。
【００２１】
　第２レール部２６が有する外側の突状２８の外側面は、前パネル部材２０を後パネル部
材６０に接続するための接合面３２になっている。この接合面３２は、その面が前パネル
面３１の下面側３１ａで前パネル面３１に対して略直交する方向に延在している。また、
この接合面３２は、突状２８に沿って鍵１１の配列方向に延在している。そして、接合面
３２から後方に向かって略水平に突出する突出片３３が形成されている。突出片３３は、
接合面３２における前パネル面３１から下方に離れた位置に設けられており、その面が前
パネル面３１と平行に配置された略矩形状の小舌片からなる。またこの突出片３３は、接
合面３２の長手方向に沿って所定間隔で複数個が設けられている。各突出片３３には、固
定ネジ（固定具）４１を固定するためのネジ穴３３ａが形成されている。
【００２２】
　なお、前パネル部材２０の上壁２１には、図１に示すように、電子鍵盤楽器１の操作に
用いるための各種操作スイッチやボリュームなどの操作子６を設置するための開口部２１
ｃが形成されている。操作子６は、上壁２１の下面側２１ａに取り付けた回路基板５０（
図８参照）に実装されているもので、上壁２１の開口部２１ｃから前パネル面３１に露出
するようになっている。
【００２３】
　一方、後パネル部材６０は、鉄製の板金を適宜に折り曲げて形成した板状の部材であり
、前パネル部材２０の上壁２１の後端辺２１ｆに連続する略水平面状の上壁６１と、該上
壁６１の後端辺から下方に延びて電子鍵盤楽器１の後側を覆う後壁６２とを有しており、
断面形状が前パネル部材２０に対して前後対称な横向き略Ｌ字型に形成されている。上壁
６１の上面は、略水平面状の後パネル面７１になっている。また、上壁６１の前端辺７１
ｅには、下面側７１ａに向かって略垂直に折り曲げられた折曲壁６３が連接されている。
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折曲壁６３の外側面は、後パネル部材６０を前パネル部材２０に接続するための接合面７
２になっている。接合面７２は、その面が後パネル面７１（上壁６１）の下面側６１ａで
後パネル面７１に対して略直交する方向に延在している。また、この接合面７２は、上壁
６１の延伸方向である鍵１１の配列方向に延在している。そして、接合面７２には、略矩
形状の開口部からなる挿入部７３が形成されている。挿入部７３は、前パネル部材２０の
突出片３３を挿入させるためのスリット状の開口であり、接合面７２の長手方向に沿って
突出片３３に対応する位置に複数個が設けられている。
【００２４】
　さらに、折曲壁６３の下端辺には、後側に向かって略直角に折り曲げられた下壁６４が
連接されている。下壁６４は、折曲壁６３の下端辺に沿ってその面が上壁６１と平行であ
る略水平方向に延伸している。また、挿入部７３に対応する位置の下壁６４の上面は、挿
入部７３に挿入された突出片３３を面接触状態で固定するための固定面７４になっている
。固定面７４には、固定ネジ４１を挿通するための挿通穴７４ａが形成されている。上記
の前パネル部材２０の接合面３２から突出する突出片３３と、後パネル部材６０の接合面
７２に設けた挿入部７３と、該挿入部７３内に設けた固定面７４と、突出片３３を固定面
７４に密着固定する固定ネジ４１とによって、接合面３２と接合面７２とを面接合させて
前後パネル部材２０，６０を一体に固定する固定部４０が構成されている。
【００２５】
　また、折曲壁６３の下端辺には、下壁６４を越えて下方に突出する突起状の位置決め部
７５が形成されている。位置決め部７５は、接合面７２（折曲壁６３）と同一面内でその
下端から下方に突出する略矩形状の小片である。すなわち、この位置決め部７５は、接合
面７２の下端において後パネル面７１から離間する方向（下方）に突出している。位置決
め部７５は、折曲壁６３の長手方向に沿って所定間隔で複数が形成されている。
【００２６】
　また、上壁６１の下面側６１ａには、小突起状のタップ（取付部）６５が設置されてい
る。タップ６５は、その下端面の中央にネジ穴（図示せず）が形成された略円柱状の小部
材で、上壁６１の下面側６１ａの適宜位置に複数個が溶接などで固着されている。タップ
６５は、後述する回路基板５０や補強部材９０を取り付けるために用いられる。
【００２７】
　一方、後壁６２の下端辺には、前側に屈曲して略水平に突出する下壁６６が連接されて
いる。下壁６６の先端には、スリット状の貫通孔からなる被係合部６６ａが形成されてい
る。被係合部６６ａは、後述する下ケース３の後壁８の上端に設けた舌片状の係合部８ａ
（図９参照）を挿入係合させるためのものである。被係合部６６ａと係合部８ａは、下壁
６６と後壁８の長手方向に沿って所定間隔で複数組が設けられている。これら被係合部６
６ａと係合部８ａとによって、下ケース３に対して上ケース２を回動可能に連結する連結
部６７が構成されている。
【００２８】
　図５は、上ケース２の下面側に固定される補強部材９０を示す図で、（ａ）は、側面図
、（ｂ）は、下面図である。補強部材９０は、鉄製の板金を折り曲げて形成した板状の部
材であり、短冊形状の上固定片９１と、該上固定片９１の一端辺から略直角に屈曲して下
面側の下方に延びる平板状の立壁部９２と、該立壁部９２の下端から直交する横方向に屈
曲した小片状の下固定片９３とを備えている。立壁部９２は、上固定片９１の下面側で前
後方向に延伸する横延伸部９２ａと、該横延伸部９２ａの後部から下方に延伸する縦延伸
部９２ｂとを有する略Ｌ字型に形成されている。上固定片９１の適宜位置には、第１、第
２レール部２３，２６に固定される固定ネジ５８（図７参照）を挿通するための挿通穴９
１ａと、タップ６５に固定される固定ネジ５９（図７参照）を挿通するための挿通穴９１
ｂとが複数個ずつ形成されている。また、下固定片９３には、底板７に固定される固定ネ
ジ９（図１０参照）を挿通するための挿通孔９３ａが形成されている。
【００２９】
　この補強部材９０は、後述するように、上固定片９１が上ケース２の下面側で前パネル
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部材２０と後パネル部材６０に跨った状態で固定され、さらに、下固定片９３が下ケース
３の底板７に固定されるようになっている。また、補強部材９０は、図２に示すように、
上ケース２の下面側における長手方向の中間位置に取り付けられており、ここでは、一対
の側面ケース４，４の中央に対して両側に所定間隔離れた位置に一枚ずつ、合計二枚が設
置されている。
【００３０】
　また、図２に示すように、一対の側面ケース４，４の近傍における上ケース２の下面側
にはそれぞれ、前パネル部材２０と後パネル部材６０との両端同士を接続するための接続
部材７０が設置されている。接続部材７０は、補強部材９０と同じく鉄製の板金を折り曲
げて形成した部材で、略Ｌ字型の断面形状で前後方向に延びる細片状に形成されている。
この接続部材７０は、前パネル部材２０と後パネル部材６０とに跨って取り付けられてお
り、前パネル部材２０と後パネル部材６０を接続するものである。なお、接続部材７０は
、補強部材９０のように下ケース３側には延伸しておらず、前パネル部材２０と後パネル
部材６０を接続しているだけである。
【００３１】
　次に、上記構成の前パネル部材２０と後パネル部材６０とを接続する手順について説明
する。図６は、前パネル部材２０と後パネル部材６０を接続した状態を示す図で、（ａ）
は、前パネル部材２０と後パネル部材６０の側断面図、（ｂ）は、前パネル部材２０と後
パネル部材６０の一部を下面側から見た図である。前パネル部材２０と後パネル部材６０
を接続するには、図３に示すように、前パネル面３１と後パネル面７１が同じ高さで平行
になるように前パネル部材２０と後パネル部材６０を前後に並べて配置し、その状態で、
図６（ａ）に示すように、前パネル部材２０の接合面３２と後パネル部材６０の接合面７
２とを互いに突き合せて当接させる。このとき、前パネル部材２０の突出片３３の位置を
後パネル部材６０の挿入部７３の位置に合わせて、突出片３３を挿入部７３に差し込む。
これにより、突出片３３が挿入部７３内で固定面７４（下壁６４の上面）の真上に配置さ
れる。その状態で、下壁６４の下面側から挿通穴７４ａに挿通した固定ネジ４１を突出片
３３のネジ穴３３ａに締結する。これにより、固定面７４に対して突出片３３が面接触状
態で固定されることで、接合面３２と接合面７２とが面接合（面接触状態で結合）される
。こうして、前パネル面３１と後パネル面７１とを面方向に並べて接続した連続する一の
拡張パネル面８０が形成される。
【００３２】
　図７は、前パネル面３１の下面側３１ａと後パネル面７１の下面側７１ａとに補強部材
９０を取り付けた状態を示す図で、（ａ）は、補強部材９０の側部から見た前パネル部材
２０と後パネル部材６０の側断面図、（ｂ）は、前パネル部材２０と後パネル部材６０の
一部を下面側から見た図である。本実施形態の電子鍵盤楽器１のパネル構造は、固定部４
０による固定構造で一体に接続した前後パネル部材２０，６０に対して、さらに、前パネ
ル面３１の下面側３１ａから後パネル面７１の下面側７１ａに跨るように補強部材９０を
取り付けている。以下、この補強部材９０を取り付ける手順について説明する。
【００３３】
　補強部材９０を前パネル面３１の下面側３１ａと後パネル面７１の下面側７１ａとに取
り付けるには、図７（ａ）及び（ｂ）に示すように、補強部材９０の上固定片９１を前パ
ネル面３１の下面側３１ａの第１、第２レール部２３，２６と後パネル面７１の下面側７
１ａのタップ６５との間に橋渡し状態となるように設置する。その状態で、上固定片９１
の挿通穴９１ｂに挿通した固定ネジ５９をタップ６５のネジ穴に締結する。その後、上固
定片９１の挿通穴９１ａに挿通した固定ネジ５８を第１レール部２３の突条２４，２５の
間と、第２レール部２６の突条２７，２８の間とに締結する。この締結は、固定ネジ５８
で突条２４，２５又は突条２７，２８の側面に新規のネジ溝を切りながら行う。こうして
、補強部材９０の上固定片９１が前後方向に延びて、前パネル面３１の下面側３１ａと後
パネル面７１の下面側７１ａとに跨って取り付けられる。
【００３４】
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　なお、図７では、補強部材９０は一枚のみを図示しているが、本実施形態の筐体構造は
、二枚の補強部材９０を備えているので、他の補強部材９０も上記と同様の手順で上ケー
ス２の下面に設置する。これにより、図２に示すように、それぞれの立壁部９２が上ケー
ス２の下面側で前後方向及び上下方向に延びて配置された二枚の補強部材９０が、所定間
隔で平行に配列された状態となる。また、立壁部９２の下端の下固定片９３は、前後パネ
ル面３１，７１の下方で前後パネル面３１，７１と略平行に配置されている。
【００３５】
　また、上ケース２の下面側における長手方向の両側にはそれぞれ、接続部材７０が取り
付けられる。接続部材７０の取り付けについては、詳細な図示及び説明は省略するが、補
強部材９０の上固定片９１を上ケース２の下面側に取り付ける場合と同じ手順で取り付け
ることができる。上記の補強部材９０及び接続部材７０を備えたことで、前パネル面３１
と後パネル面７１を面方向に並べて接続した拡張パネル面８０の撓みに対する剛性を効果
的に高めることができる。
【００３６】
　図８は、前パネル面３１の下面側３１ａと後パネル面７１の下面側７１ａとに回路基板
５０を取り付けた状態を示す図で、（ａ）は、回路基板５０を含む前パネル部材２０と後
パネル部材６０の側断面図、（ｂ）は、前パネル部材２０と後パネル部材６０の一部を下
面側から見た図である。本実施形態の電子鍵盤楽器１のパネル構造は、上記の補強部材９
０を取り付けた状態で、さらに、前パネル面３１の下面側３１ａと後パネル面７１の下面
側７１ａとに跨る位置に回路基板（基板部材）５０を取り付けている。以下、この回路基
板５０の構成、及び該回路基板５０を前後パネル部材２０，６０に取り付ける手順につい
て説明する。
【００３７】
　回路基板５０は、平板状の硬質基板であり、その適宜位置には、第１、第２レール部２
３，２６に固定される固定ネジ５３を挿通するための挿通穴５０ａと、タップ６５に固定
される固定ネジ５４を挿通するための挿通穴５０ｂとが複数個ずつ形成されている。また
、回路基板５０には、後パネル部材６０の折曲壁６３の下端に設けた位置決め部７５を嵌
合させる嵌合部５１が設けられている。この嵌合部５１には、位置決め部７５に対応する
大きさ及び形状の開口部として形成された嵌合部５１ａあるいは凹部として形成された嵌
合部５１ｂがある。また、回路基板５０には、電子鍵盤楽器１の操作に用いるための各種
操作スイッチやボリュームなどの操作子６が実装されている。この操作子６は、既述のよ
うに、回路基板５０が前パネル面３１の下面側３１ａと後パネル面７１の下面側７１ａと
に取り付けられた状態で、上壁２１の開口部２１ｃから前パネル面３１に露出するように
なっている。
【００３８】
　上記構成の回路基板５０を前パネル部材２０と後パネル部材６０に取り付けるには、ま
ず、図８（ａ）及び（ｂ）に示すように、前パネル面３１の下面側３１ａの第１、第２レ
ール部２３，２６と、後パネル面７１の下面側７１ａのタップ６５との間に回路基板５０
を橋渡し状態で設置する。このとき、回路基板５０の嵌合部５１（５１ａ又は５１ｂ）に
後パネル部材６０の位置決め部７５が差し込まれて嵌合することで、前後パネル面３１，
７１に対する回路基板５０の位置決め（前後及び左右の位置決め）が行われるようになっ
ている。
【００３９】
　その状態で、回路基板５０の挿通穴５０ｂに挿通した固定ネジ５４をタップ６５のネジ
穴に締結する。その後、回路基板５０の挿通穴５０ａに挿通した固定ネジ５３を第１レー
ル部２３の突条２４，２５の間と第２レール部２６の突条２７，２８の間に締結する。こ
れにより、回路基板５０が前パネル面３１の下面側３１ａと後パネル面７１の下面側７１
ａとに跨ってこれらと平行に取り付けられる。
【００４０】
　このように、上記の補強部材９０を設ける場合は、前パネル面３１の下面側３１ａから
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後パネル面７１の下面側７１ａに跨る回路基板５０を設置することが可能となる。すなわ
ち、補強部材９０を取り付けていることで、前パネル面３１と後パネル面７１を面方向に
並べて接続した拡張パネル面８０が撓むことを防止できるので、回路基板５０など平板状
の部品を前パネル面３１と後パネル面７１に跨って取り付けることができる。すなわち、
前パネル面３１と後パネル面７１の接続箇所を撓ませようとする外力が作用しても、回路
基板５０に無理な力が作用することを防止できる。このような理由から、前パネル面３１
の下面側３１ａと後パネル面７１の下面側７１ａのスペースを有効活用できるようになる
。
【００４１】
　次に、上記の手順で組み立てた上ケース２を下ケース３に取り付ける手順について説明
する。図９及び図１０は、上ケース２を下ケース３に取り付ける手順を説明するための概
略側面図で、図９は、上ケース２を開いた状態を示す図、図１０は、上ケース２を閉じた
状態を示す図である。なお、図９は、図２の状態に対応する図であり、図１０は、図１の
状態に対応する図である。図９に示すように、上ケース２の下壁６６に設けたスリット状
の被係合部６６ａに下ケース３の後壁８の上端に設けた舌片状の係合部８ａを係合させる
ことで、下ケース３の後壁８と上ケース２の下壁６６とを相対的に回動自在に連結する。
これにより、上ケース２は、下ケース３に連結された連結部６７を支点として、鍵１１の
配列方向に沿う横方向に延伸する軸の周りで回動自在に取り付けられる。すなわち、上ケ
ース２は、その下壁６６（後端）に設けた連結部６７を支点として、前端側が下ケース３
の上方で上下に回動可能に設置される。
【００４２】
　この状態で、連結部６７を支点として上ケース２を上から下へ回動させることで、図１
及び図１０に示すように、上ケース２が鍵盤１０の後端部１０ａの上方を覆う状態で設置
される。これにより、図１０に示すように、上ケース２の前側（主に前パネル部材２０）
が鍵盤１０の後端部１０ａに上方から被さるとともに、補強部材９０の下固定片９３が下
ケース３の底板７に当接する。また、補強部材９０の横延伸部９２ａが鍵盤１０の後端部
１０ａの真上に配置される。その後、下ケース３の底板７の下面側から固定ネジ９を締結
して下固定片９３を底板７に固定する。また、上ケース３の下壁６６の先端と下ケース３
の後壁８の先端とを固定ネジ５で固定する。以上により、上ケース２の下ケース３に対す
る取り付けが完了する。なお、電子鍵盤楽器１のメンテナンスなどを行う際には、固定ネ
ジ９及び固定ネジ５を取り外して下固定片９３の底板７に対する固定を解除し、その状態
で、連結部６７を支点として上ケース２の前端を持ち上げて下から上に回動させれば、図
２及び図９に示すように、上ケース２を開いた状態とすることができる。この状態で、図
示しない支持具などで上ケース２を支持すれば、鍵盤１０の後方の筐体内部が開かれた状
態となる。
【００４３】
　以上説明したように、本実施形態の筐体構造では、上ケース２は、鍵盤１０の後端部１
０ａの上面側を覆う前パネル部材（第１上面部材）２０と、該前パネル部材２０の後側で
面方向に並べて接続されて鍵盤１０の後端部１０ａの上面側及び背面側を覆う後パネル部
材（第２上面部材）６０とからなり、一対の側面ケース４，４から離れた中間位置におけ
る上ケース２の下面側で、前パネル部材２０と後パネル部材６０とに跨って取り付けられ
た補強部材９０を備え、補強部材９０は、上端部９１が上ケース２の前パネル部材２０と
後パネル部材６０とを一体に固定していると共に、下端部９３が下ケース３の底板７に固
定されていることで、上ケース２と下ケース３とを一体に固定している。
【００４４】
　本実施形態の筐体構造のように、前パネル部材２０と後パネル部材６０とを前後に並べ
て接続した構造の上ケース２を有する場合、上ケース２の接続箇所を接続又は補強するた
めに、一対の側面ケース４，４から離れた中間位置における上ケース２の下面側で前パネ
ル部材２０と後パネル部材６０とに跨って取り付けた補強部材９０を設けるとよい。その
うえで、本実施形態の筐体構造では、当該補強部材９０で上ケース２の前パネル部材２０
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と後パネル部材６０とを一体に固定し、さらに同じ補強部材９０で上ケース２と下ケース
３を一体に固定している。すなわち、一の補強部材９０で上ケース２の前パネル部材２０
と後パネル部材６０と下ケース３の底板７との三部材を一体に固定するようにした。これ
により、部品点数を少なく抑えた簡単な構造でありながら、複数の板材を並べて接続して
なる上ケース２の剛性を確保できるようになる。それと同時に、上ケース２と下ケース３
との強固な固定が可能となるので、上ケース２と下ケース３の間の歪みなどを効果的に防
止でき、筐体構造を頑丈にすることができる。
【００４５】
　また、上記の筐体構造では、補強部材９０は、前後パネル部材２０，６０の下面側に固
定される上固定片９１と、該上固定片９１の下面から直交する下方に突出して下ケース３
の底板７まで延びる平板状の立壁部９２と、該立壁部９２の下端から直交する横方向に突
出して底板７に固定される下固定片９３とを備えており、立壁部９２は、上固定片９１の
下面側で前後方向に延伸する横延伸部９２ａと、該横延伸部９２ａの後部から下方に延伸
する縦延伸部９２ｂとを有する略L字型に形成されている。そして、この補強部材９０を
取り付けた上ケース２を下ケース３に組み付けることで、補強部材９０の横延伸部９２ａ
が鍵盤１０の後端部１０ａの真上に配置されるようになっている。
【００４６】
　したがって、補強部材９０の横延伸部９２ａによって、鍵盤１０の後端部１０ａの上面
側を覆う（オーバーラップする）上ケース２の前端側の十分な剛性を確保できる。そして
、補強部材９０の横延伸部９２ａが鍵盤１０の後端部１０ａの真上に配置されようにした
ことで、上ケース２の前端側に荷重がかかった場合でも、上ケース２が撓んで鍵盤１０の
後端部に当接することを効果的に防止できる。特に、本実施形態の筐体構造では、上ケー
ス２にスイッチなどの操作子を配列したパネル面（コントロールパネル）３１を設けてい
るため、当該パネル面３１に配列された操作子６の操作によって、上ケース２に上面側か
ら荷重がかかるが、上記の横延伸部９２ａによって、上ケース２の前端側が撓むことを効
果的に防止できるようになる。
【００４７】
　また、上記の筐体構造では、上ケース２は、その下壁６６に設けた連結部６７が下ケー
ス３に対して回動可能に連結されており、補強部材９０を取り付けた上ケース２が、連結
部６７を支点として上から下へ回動することで、該上ケース２が鍵盤１０の後端部１０ａ
の上方から被さるとともに、補強部材９０の下固定片９３が下ケース３の底板７に当接す
るようになっている。これにより、補強部材９０を取り付けた上ケース２を上から下へ回
動させるだけで、上ケース２を鍵盤１０の後端部１０ａに被せることができると共に、補
強部材９０の下固定片９３を下ケース３の底板７に設置することができる。したがって、
上ケース２を上から下へ回動させる一の動作で上ケース２の設置と補強部材９０の設置と
の両方が行えるようになるので、少ない工程で上ケース２の組み付けが行えるようになる
。したがって、筐体の組立工程の簡素化を図ることができる。
【００４８】
　また、本実施形態では、上ケース２の下面側に補強部材９０を取り付けていることで、
前パネル部材２０と後パネル部材６０とを面方向に並べて接続してなる上ケース２に撓み
が生じることを防止できるので、回路基板５０などの板状部品を前パネル部材２０と後パ
ネル部材６０の下面側に跨って取り付けることが可能となる。これにより、前パネル部材
２０と後パネル部材６０の下面側のスペースを有効活用できる。
【００４９】
　以上本発明の実施形態を説明したが、本発明は上記実施形態に限定されるものではなく
、特許請求の範囲、及び明細書と図面に記載された技術的思想の範囲内において種々の変
形が可能である。なお、直接明細書及び図面に記載のない何れの形状・構造・材質であっ
ても、本願発明の作用・効果を奏する以上、本願発明の技術的思想の範囲内である。
【００５０】
　例えば、上記実施形態の電子鍵盤楽器１が備える補強部材９０の設置数や設置箇所は一
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例であり、補強部材９０は、側面ケース４，４から離れた上ケース２の長手方向の中間位
置であれば、上記実施形態に示す以外の位置に取り付けることも可能である。また、補強
部材の具体的な設置数は上記実施形態の２個には限らず、他の個数であってもよい。
【００５１】
　また、上記実施形態に示す上ケース２の具体的な構成は一例であり、前パネル部材２０
は、アルミの押出成型品以外の部材であってもよいし、後パネル部材６０は、板金以外の
部材であってもよい。また、上ケース２は、前パネル部材（第１上面部材）２０と後パネ
ル部材（第２上面部材）６０の２枚の板状部材で構成する以外にも、３枚以上の板状部材
で構成してもよい。
【符号の説明】
【００５２】
１　電子鍵盤楽器
２　上ケース
３　下ケース
４，４　側面ケース
７　底板
１０　鍵盤
１０ａ　後端部
１１　鍵
２０　前パネル部材（第１上面部材）
２１　上壁
２２　前壁
２３　第１レール部
２６　第２レール部
４０　固定部
５０　回路基板
６０　後パネル部材（第２上面部材）
６１　上壁
６１ａ　下面側
６２　後壁
６３　折曲壁
６５　タップ
６６　下壁
６７　連結部
７０　接続部材
８０　拡張パネル面
９０　補強部材
９１　上固定片（上端部）
９２　立壁部
９２ａ　横延伸部
９２ｂ　縦延伸部
９３　下固定片（下端部）



(13) JP 2011-27919 A 2011.2.10

【図１】 【図２】

【図３】 【図４】



(14) JP 2011-27919 A 2011.2.10

【図５】 【図６】

【図７】 【図８】



(15) JP 2011-27919 A 2011.2.10

【図９】

【図１０】


	biblio-graphic-data
	abstract
	claims
	description
	drawings

